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而寸熟整i充子片用マイカ板MP3010の特性
Properties of Heat Resistant Commutator-

Segment Micaplate MP3010

The∂Uthors have recentlv deve10Ped∂heat｢esist∂nlcommし+tatO｢-Segmenてmjca

pl∂te,MS3010.0UtO†aspecialcombinatim ofpHogopitemjc∂SPl柵ngwith∂n

j=0rga=icbi=der･ltscompressjbleproperties∂te】evatedtempe｢∂lu｢es･mOdulusof

conlPreSSjon′Sljdi=g Char∂Cteristjc∂nd compressiblestre=gthshowext｢emelv
high

thermalstabiHv.AIso′it keepsits=0rm∂】stalecha｢acle｢istics almost mtacteven

afteralo=g Periodofheat-ngandpressuretreatment.s=ggeStl=gthepossib川tvo†

curtailmentorel仙nation ofseaso=-=gPrOCeSSeS･Whenused山thecomm=t∂tO｢0†

a DC motor thjs unusualmic∂ Plate c∂n Withsland s=Ch hi9h てempe｢atu｢es

orlg,=ated bY the TIG welding o†the riser part′ Witho=t S=Staj=ing ∂=V

c∂rbonizalion ofitsbinder component.Thisoffers∂Shorterperiodo†｢¶a=u†actu｢e

for DC motor commutato｢s.

t】 緒 言

碓氷､一一般血流石工動機の空音た流十汁用マイカノ帖として,MP

30(セラ･ソク系接前剤を仲絹)お.よぴMP30-F3(‖+:仁化成工

‾紫休Jじ三さ什の商.汀.れエホ■キン系接茄剤を佐用)が仲用されて

きたr+しかLヤ器流十製作工手■-をにおける良時口1】にわたるシーズ

ニング1二不▲.この如弧 かつ作業作にすぐれたTIG溶招(ライザ

ごてⅠ;とノi一己慌丁･コイルとの才妥結)に過する幣流イ一汁用マイカ枇の

州.呪はi也望久しいものがあった.=ユ ニの要望にこたえるため,

耐熱件のすく､･れた三持株無位接茄別の開発とはがLマイカのう璧

爪によって､l耐熱幣流J'一汁J-†】マイカ枇の抑司産化に到達し,

MP3010とLて払汀一化した｡また‾製.盲占化にあたり,外出梨彗た

流イ･け問マイカノ書こJ丈(以卜,外国マイカ枇と略す)を人‾干し柿

作を比較Lたが,耐熱幣流十けH‾】マイカ枇MP3010(以‾卜,

MP3010と略す)は外[可マイカ枇に比べて,川等あるいはそ

れ以_卜にすぐれていることがわかった｡本章lまう号ではMP3010

の帖什を小心にその概要を述べる.っ

田 供試試料

表lは,.札験に恍Lたヤ斧i允｢一けnjマイカ枇を′+七すものであるし､

田 特 性

3.1試験方法

表2および図1～図3は,一年た流丁-け川マイカ枇にⅠ災jするこJし

鹸/バブこの賀点を′jミすものである｡

3,2
一舟宣特性

表3はMP3010の一一1拙才別種をMP30∴MP30-F3および外国マ

イカ枇と比較Lてホすもので,また図4は､MP3010の厚さ

の分布をホすものであるtノ MP3010の悍さ精J空はMP30およ

びMP30-F3と何丁う壬であるが,外L下lマイカ枇と比奉安するとすく'､

れている｡～いんリf縮率はMP30,MP30-F3とIi抑.り空であるが,

ケト‥三lマイカ松夫伯i無処押および表内処坪■‡了ぃともMP3010より

約2什人きい｡これはマイカ枇の締まりが忠く､初期[蛸呂で

のひずふが人きいためである｡つ 力‖熱拝縮平では,MP30は300

石崎英八* だ//…`イ･/J･ヾ/}/ヱ`山

田嶋基文* 肌ノ/り/-～′椚/7‾1小7桝

矢代克己* 斤`′/･川m='′川ム/川

OcでJヰ叫州立壊をお二L,MP30-F3はJ如l抑左壊しないが,Jl瑠Ji

率が200ウcの約2イー.･川rりくする｡MP3010は加熱安1上作がすく'､

れ,3000c圭でク)i.■‖し仕付性をとった純一札 3000cでもわずかに

表l 供試試料 試験に供Lた整流子片用マイカ板の種類を示す｡

Tablel Test Samples

供 試 試 料
原料マイカ 接 着 剤

名 称 記 号

耐熱整流子片用

マイカ板
MP3010-0.85mm 軟質はがLマイカ 無樅質接着剤

外国整流子片用

マイカ板
0.025in 車欠質はがLマイカ 無機質接着剤

整流子片用

マイカ板

MP30-0.85mm 軟質はがLマイカ セラックワニス

MP30F3-0.85mm 軟質はがLマイカ エポキシワニス
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図l 加熱圧縮特性における加熱スケジュール 圧力300kg/cm2と

Lたときの温度変化とマイカ板の圧縮率をまとめる場合の加熱スケジュールを

示す｡

Fi9･l Heating Sched山e for Meas=｢eme=t O†Comp｢essibi】ity at

300kg/cm2

*[J､ンニ化成二｢常体J･〔仝什Lll叫二｢均
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耐熱整流子片用マイカ板MP30川の特性 日立評論 VOL.55 Nn.了 714

表2 マイカ板の試験方法 整流子片用マイカ彼の試焉貴方法の概要を示す

Table 2 Test Methods of Mica Plate

No一 試至強項目 芦適用規格 試 験 方 法 の 要 点

l 厚 さ;+lSC2!I6 外側マイクロメータで30個所測定 最大,最小,平均値を求める｡

Z 幅および長さ 巻尺(精度ノしぎmm)で3個所測定

上皿ばね式指示はかり測定3 重 量l

4 密 度 +lS C 21】6 試料の大きさ100mmγ100mm

試料約2g550+C:く30分焼却5 マイカ含有量

6 ■接着剤量卜
7 加 熱 減 量

l 550■つCメト30月､加熱

8

l

l
試料の大きさ:45mm:<45nlmX約10mm厚

圧 縮 性l 初 庄:5kg･･ノcmz,終 圧:300kg.ノcr[2

l 温度条件:RT,200Cc,250〇c,300Uc

9 絶縁破壊電圧l 電極二直径25mm¢,2,5斤の面とりを行なったもの｡5個所の最低と平均値

10 吸湿絶縁抵抗 500V電動メガ,40JC-90%RH恒温恒湿そう使用

ll 加熱圧縮特性

試料の大きさ二45mm:＼45rllmメ:柑mm厚

300kg′ノセm2の圧力を一定に加え,図1に示す加熱サイクルを与え,各温度における圧縮率を求める｡

圧縮事=r一穴

r:常温 -300kgノCr¶2加圧時の厚さ(汀.rlr)

六:各温度--300kg･′′cm2加圧時の厚さ(mm)

12

F
■

r

試料の大きさ:45nlnlX45mmメこ約柑mnl厚

初圧10kg′ノノpけ12,次に図3に示す加圧および加熱スケジュールにLたがって,各温度,圧力時点の圧縮率を求める｡

l
l

L

圧縮弾性特性:

圧縮弾性率と圧縮弾性率係数は圧力100-､-500kg･■cm2の範囲で次の式により算出L,求める｡

Fニー一言

cTlじヨeヴ′ノ∴-1qgeグ､
ごJf ご_l

二二で,F--‾圧縮弾性率(kg′〔)m∠)

け=圧力(kg.･･Cm2)

亡二圧縮率

C=圧縮弾性係数

げ〟のときのひずみこ′∫

けノ､のときのひずみご一l

13

】4

15

スベリ特性

圧縮強度

切断性

試料の大きさ:50mnlY80mm,温度一定(200じC,250ウC,300Uc)圧力は川-､-700kg′′cm2まで変え,このときのすべり量をダイ

ヤルゲージで読みとる｡すべり試験装置は図3のとぉり｡

試験片の大きさ:25mmY】Ommニイ2枚重ね

加圧速度:10卜■′nlln

温度特性は熟盤を所定の温度に調節しぷ験片を金具の問にはさみ約柑Okgの圧力を5分間加え,その後昇圧L圧縮強度を諌め

る｡.

20mmX40mmにハンドカッタで柑0片切断し,層割れの発生率を調べる｡.

圧 力
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回2 圧縮弾性特性の加圧および加熱スケジュール 電動機の運転による整流子の温度上昇,運転

停止による温度の降下によって整流子が膨張または収縮L,段間マイカにかかる面圧が増減する｡段間マイカに

弾性がないと塑性変形を起二すぃ段間マイカの圧縮弾性の測定スケジュールを示す｡

F■9･2 Heati-1g a=d P｢ess Schedule for Compressible Modu山s

48

05 70



耐熱整流子片用マイカ板MP3010の特性 日立評論 VO+.55 No.7 715

岬加する杵性で,fム.‡_壮快†ト件の少ない柑作をホLている一､外

｢二1三1マイカ枇の表仔舶モモ処叩⊥～了-はMP3010とトJ等であるが,表巾i

処理.1J∫は2000cで表巾ワニスが軟化L斉しく L.みだL,表【巾無

処I【†ミ■‡王∫あるいはMP3010の約3一㌧5付ナノヾきい仙をホすr-､絶緑

地填了･にJキミはMP30およぴMP30-F｡と比べて約25%什もい〔つ これ

は無機接甘柿jと有粍接石別の差に原l人1するものであるが,約

25%伏し､絶縁破壊うEJ一仁は機器の先王朽ノ■に庄およぴ.il､し験一;に圧かJ〕

考えても′夫川的に問題と左･る数仙ではない

加熱圧縮装置

†
ダイヤルゲージ

金 具 A

3度て-一一

3軒L

試験片

/

温度計そう入

○ 穴深さ30mm

金 具 B

加熱圧縮装置

図3 すべり試験装置 各種マイカ板のすべり特性を試験する装置を示

す｡

Fi9.3 Test Equipment fo｢Stabi=ty unde｢Heat and P｢essu｢e

表3 耐熱整;充子片用マイカ板の一舟貰特性(特性値の一例)

と外国耐熱整〉充子片用マイカプ仮の特性比車交を示す｡

3.3 加熱圧縮特性

図5は,加熱仔二新株什卜をホすものであるn MP30オブよぴMP

30-F｡は,200ロcあるいは2500c付近に磐州∴1､(が比J)れる.-.MI〕

3010は.三+-し取払し壮がiたjくなるに従って圧三純i率はi･l柑りするが,な

だJ〕かな州税を描き,すぐれた加熱ノ左1L什を′JこLているい 外

川マイカ枇の太巾奔た処雌.T■-,は､圧縮ヰくがわずかに人きいか,

ほぼItfJぺ:与iの才､1叶一三を′+ミLている〔去何処珊,ロー■は帆i∴.l_1i帥如二才jい

てトl二紺青率が人きく,約80～1000cになると処J叩ワニスのLしみ

し-各点0.85±0.07
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げ
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図4 MP30100.85tの厚さ分布 MP30川の厚さ精度を示す｡

Fig_4 Histogram(つf T!1ickn()SS

日立化成株式会社製品,整流子片用

Table 3 GeneralP｢OPe｢ties of Heat Resistant Commutato｢-Segmerlt Mica P;ate

供試料

試験項目

而寸熟整)充子

片用マイカ板

整流子片用

マイカ板

(セラック系)

l整流子片用
マイカ板

(エポキシ系)

外国整〉充子片用マイカ板 規 格 値

MP3010-0,85 MP30-0.85 MP30-Fニ､-0.85 表面処理晶 表面無処理品 MP3010-0.85 ㌶冒三呂▼F.､-0･85

厚 さ(mm)

最 大 0,880 0.860 0.880 0.985 0.985

0.85±0.07 0.85±0.06

最 小 0.∈=5 0.810 0.830 0.840 0.760

平 均 0.842

456×引2

880

0.840 0.862

457:ぺ913

0.929 0.899

406×915

0.85±0.03

455×910t旨

0.85ニヒ0.02

455×910_1∂寸 法 (mm) 458×912 407:ぺ引5

重 皇(g/枚)

密 度(g/cm3)

930 932 810 800

2.44 2.64 2.59 2.34 2.4 ≧2.3 ≧2.5

加熱減量(%)(5000c-30分) 0.21 卜44 0.10 ≦0.5

常 温 圧 縮 率 (%) 3.了

0.38

3.9 4.1 7.引 6.55 ≦4.5 ≦4.5

加熱圧縮率(%)

2000c 0.92 ll 2.46 0.52 ≦Z.5

250Uc 0.44 l.7 l.6 2.50 0.55

3000c 0.53 2,0 2,70 0.73 ≦l.5

圧 縮 後 の 外 観 良 良 良 ワニスLみ出Lあり 良 * *

絶縁破壊電圧(kV)

最 低 22.0 36.0 38.6 Z2.4 26,4 ≧10 ≧10

平 均 29.0 38.6 39_5 28,2 30.0 ≧13 ≧】3

切 断 性 40mmX20mm(%) 0 0 0 18 0

;主1.外国整流子片用マイカ板=葦欠質マイカ

表面処理品=セラックワニス表面処理

表面無処理晶=表面処王里なL

Z.*印=接着剤のしみ出Lまたはマイカ片のすべり出Lのないこと｡
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図5 加熱圧縮特性 圧力300kg/cm2下における各種マイカ板の圧縮率の

温度特性を示す｡MP3010は温度依存性が少ないことがわかる｡

R9･5 Compressible Properties at E,evated Temperature

山Lが著Lく,b三縮ひずしみは3000c時点で表由無処f耶占およ

ぴMP3010に比較Lて約5イーた大きい伯をホしている｡

3.4 すべり特性

図6は､すべり柑作をホすものである｡MP30は2000cで

エラ三力が300kg/cm2以_卜になると,接弟削が熱軟化L､すべり

j丘カー急州する′つMP30-F3は接新剤がエポキシ系であり,耐熱

怖かすぐれているため,熱軟化Lにくく,MP30よりすべり

什l､1三は=若しく改‡年されている｡MP3010はMP30-F3tよりきら

にIrlけ熱怖がすくl-れ,3000cで圧プJが700kg/cm2でもすべ･)量が

0･02nm柑空で帯Lく少ない｡外[11マイカ枇の表何処珊品およ

び黄巾無処f■丁乙-‡｢tともMP3010と口+じ才､川三を示Lている｡

3.5.圧縮弾性特性

ノ･は動機の逆転によるヤさ流十叫.1.地上昇および逆転什止に.よ

るi′･一紙の柿下によって,守さ流イ･が膨鑑三または収縮L,二の際

f引川マイカにかかる耐拝がかなり叶油気する｡f貨‖りマイカに十

分な弾怖がなし､と仰午餐形を起二し,樅器の作止巾に緊流十

什I芦りの巾り主が減少L,連射那加寺の遠心力によって段川マイ

カが伯び出すことになるので,圧縮刑1三特ノ性は彗さ流-r一片用マ

イカ枇として巾要な柑作である｡図7および表4は,ニの圧

縦横叩f三才別牛をホすむのである｡

MP30は′■甘才一1.1てはMP30-F｡およぴMP3010と同等の弾性特

件をホすが,ふ〔験f比比を結くすると,斥縮ひずみの変化が大

きく,2008cを越えると持前別の軟化が著Lくなり破壊にうミる｡

MP30-F3はMP30より耐熱惟がすぐれ,2500c以+ては圧縮

ひずみが急印するoMP3010はさらに耐熱性がすぐれており,

･;～■ブ･1いこおいて加圧-ド1混を2叫くI)返えすと安左した仲性ヒ

ステリシス曲線を描く｡汎験濫J空を高くしても新たにJl三縮さ

れるひずみ‾旨が少なく,加熱安延件がすぐれてお1),かつ圧

締耕作係数はMP30才一jよぴMP30-F3と11+笥与で,華さ流イ･製作の

作業は現行どおりにできる｡′.甘ジムLにおける塑性変形量は幣流

√-のシーズニング+二村におし､て汁｢‖捕りモの不土牛ーーを暇収緩和

50

1■

nU

9

00

7

企U

5

4

3

2

+

1
.
L

O

O

O

O

O

O

O

O

O

(
∈
∈
)
㈹
ご
て
す

MP30-0.85
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表面処理品0.025川

MP30 F｡-0.85

'読検温度 25ロ■C

表面東処理品

0-0251n

試験盃度 300■c
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図6 すべり特性 マイカ板のすペり特性を示す｡MP3010は300UC,圧

力】00′-700kg./cm2まで変えてもほとんどすべりがなく,加熱安定性がすぐれて

いることがわかる｡

Fjg･6 Stability u=der Heat and Pressure

RT 20ぴC 300｡c 3500c 注二試験温度

(1･88×102)(2･06×102)(2･24×102)(2･27×102=00～500kg./cm2
＼
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の弾性率係数
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圧 縄 率(%)

図7 MP3010-0.85の圧縮弾性特性 MP30】0の圧縮弾性係数を求め

る曲線であるrJ圧縮弾性係数は各温度,圧力100､-500kg/cr¶2の範囲で諌める｡

Fig･7 MP3010-0.85Modulus of Compressjon

表4 圧縮弾性係数 各種マイカ板の圧縮弾性係数を示す-JMP3010はM

P30およぴMP30-F二tと同等の圧縮弾性係数を示す｡

Table 4 Test Res=lts of Compressible Modu山s

供言式詳斗

測定温度

MP30 MP30-F3 MP30】0
外国マイカノ板

表面処王里晶 表面無処王里晶

RT 2.04×】02 l.99×102 l.88×102 卜4了×102 l.26×102

IOOロC 2.24×102 2.12×102 卜5了×102 l.36×102

2000c 2.5 ×102 2.88×102 2.06〉､102 卜53×102 卜64×102

250Dc 3.84×102 l.58×10Z

300Cc 2.24×【02 l.57〉(102 卜30×102

350□c 2.27×102
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するグ)に役だつ.■十MP3010は350ロcで口三ノJlOOOkg/cm2こ7〕けプJ

に 卜分l耐えるl_.外‥三1マイカ枇は去汀=処叩のイ†二唯にかかわJJず,

-禅什ヒステリシスJ礼範をホすが,二う円山ま畑るやかで100一〉

500kg/cm2における沖性係数はMP3010一土り′トさい｡外川マ

イカ枇の朴円三係数が小きいグ)は､仙川している垢げトマイカの

圧系抑キミが人きいた･めと巧▲える.､

3.6 吸湿絶縁抵抗

図8は純拙幣i･弄=′-をノJ七すものであるが,マイカ枇を銅バーー

l‡りにはさふ､約300kg/cm2のJl三プJで締め付け,400c-90%RH

グ)巾(二う)批l巾ご一一1そう｢勺で封小ヾ-i7りの絶縁紙杭の綿Il変化を

州フこした｡図9は,その紙果をン+ミすむのである｡MP30およ

ぴMP30-F｡は200～2,000M出でIiポ与壬の工け件を‾ホすが,MP3010

はl城湿処fりミ2日で約50～90M£之圭で†氏下し,その後も徐々に

低‾卜L,10【‾川1+で10～30M£2になるが,それ以肺30｢川りはほ

とんど帆卜は認められない｡10Mn柑性あればプ三川卜間是引ま

ないものと巧一える｡外四マイカ枇は,表L巾処押の有無モにかか

わJJず,被子与■主による絶縁紙杭の机下が著Lく,MP3010に比

較して劣る〈-,

3.7 圧縮強度の温度特性

図10はト仁縦i強壮のi7‖汁空打作をホすものである｡MP30は200

0cになるとユ､倣に帆‾lこ‾する｡MP3010はMP30よl川叶熱件か

すぐれ,3000cでい十淵糾創生ははとんど机下せず､すぐれた加

熱安延什をホす｡外田マイカ枇の黄巾無処即■ナJJも茄I二机下す

るが,MP3010といJ竿の柑性をホす｡太何処珊一打】は1500cにお

ける強性が表巾無処珊.汀JおよびMP3010に比較L約35%付い､

が,fエ.1_比による強岐イ氏‾Fの佃帥Jは表l｢li無処･叩⊥†J∫とl棚㌔〕…である｡

ロ MP3010の実寸幾への応用検討

一般巾流1E動機の聖斧流イ▲什J三那り絶縁には,セラ･ソク系接新

剤圭たはエポキシ系接荊舟Jを円いたマイカ枇のほかに,ビニ

ルアルキド系一ほイf斤りを用いたものも付ソロされているが,セラ

ック系接新剤を川いたマイカ枇が主†允である｡セラック系接

才子布りを川し､たマイカ似では才妾崩別の咄化および机(か=〕Lを

締付け金具
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図8 吸湿絶縁抵抗測定試料

定する試料を示す｡

=一締付けボルトナット
(締付け圧力300kgノ/′m2)

各種マイカ板のq及湿時の絶縁抵抗を7則

Fig.8 Test Specimen of Moisture Resistance

MP30-ト1-0.85

MP30 0.85

MP3010-0.85

2,000

1,000

100

:巨

士さ
演王

墓10

0.1

一外国マイカ板
表面処理品

ー外国マイカ板表面無処理晶

常態12

20げCl時間

処理後

10 15 20

処理日教(d)

図9 40qC90%RHにおける吸湿絶緑抵抗の変化

ルによる各種マイカ板の吸湿時の絶縁抵抗を示す｡

F【g.9lllSUlat如g Resistance at400c-90%RH

(
N
E
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こ
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漕
蟹
坦
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ブ

㌣r上

βl
琴‥敷ん

熱 賛
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25 30

整涜子片間モテ

MP3010-0.85

急て主外国マイカ板

表面無処理品0,025in

580

輔
無

試験片20mmXlOmm 外国マイカ板

2枚重ね 表面処理晶0.025什l

150 200 250 300

試験温度(bc)

図10 圧縮強度の温度特性 各種マイカ彼の圧縮強度の温度特性を示

す｡MP3010は温度依存性が少ないことがわかる｡

Fig.柑 Relatjon of Compressible Strength and Temperature
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図Il加熱スケジュール シーズニング工程の一例を示す｡

Fig-11Heati咽Schedule of Seaso=■n9

0.6

訳 0.4

件

璧

世0･2

1サイクル 2サイクル 3サイクルー

図12 各サイクルにおける圧縮率の変化 段間マイカのシース士ング

エ程サイクルの圧縮率曲線を示す｡サイクルをくり返Lても圧縮率はほとんど

変化がない｡

Fig･12 Comp｢essjbility After Seasont=9

模擬電機子コイル

′一l■‾■‾‾‾‾

/
J イ

段間マイカ
TIG溶接部

図13 TIG溶接用模擬整流子 TIG溶接時の発煙性,TIG溶接後の外観

およぴインパルス電圧試験用横手疑整)充子を示す｡

Fig･13 Comm=t∂tOr Modelfor TIG We-ding
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表5 TIG溶接性検討結果 TIG溶接時の発煙性,TIG溶接後の外観お

よぴインパルス耐電圧で合否を判定した｡

Table 5 Test Res山ts of TIG We■di=g

供 試 料 発 煙 性 外 観 インパルス耐電圧

MP 3 0】0

外マ
イ
力

国枝

表面処‡里晶 ∠ゝ × 〉く

表面無処理晶 ′l‾｢1､

†

備考･′こ)印:非常に良い △印:やゝ悪い

こ･印:良 い ×印:悪 い

卜分行ない,銅バーとのなじLみを持たせるために土主l削りのシ

【ズニングL二杜が必要である｡また,ライザ部の溶接時に接

荊剤がJJこ化し,ノ電1も柑作を若しく机下させる｡これら作業上

グ〕雉ノ小二を改一汗するため,無機官′壬系才妾荊剤を用いたMP3010グ)

り三機への応開について検討した｡,

4.1 シーズニング特性

40mmX40mmの試験片を厚さ約10mmになるように柿み苑j.+,

′.肘･･卜ご約400kg/cm2グ)圧力を加えて締め付け,210凸cの加熱乾

脚粍に入れ,図‖にホすスケジュールで加熱し､H去(厚さ)

の変化を抑ょした｡図12は,その結果をホすものである｡3

サイクルまでくり返したが第1州の締め付け峠ノ▲】J二でほぼ飽和

キに述L,その筏の締め付けではわずかに変化する仰望であ

るr♪Lたがって,安吾流十製シーーズニング丁件の乍欄き盲が実現Lた､｢

4.2 TIG溶接性

MP30およぴMP30-F3などのように有機接前剤を用いたマ

イか枇は,TlIG溶接峠JJ之化する｡,fJこ化I;山上に神々の.t夫が

凝らされているが,什柴作が恐く,作業工数が多くなる欠点

があるし- 図13は校搬繋流J′･をホすものである｡また表5は,

TIG溶接子安の耐て‾に拝占∫し験結果をホすものである｡インパル

ス耐`･に｢L;∫し験ではMP3010が外臼ミlマイカ他の東和処J:附iT,とriり

うこづ壬であるが,太血処雅一l--.はTIG溶接子安のご1人態あるいはブラ

シがけ柑空ではJJこ化Lた志和ワニスが完_令に耽れず,′.=に1く打

作を什㌣l‾､‾きせている｡

t司 結 言

耕しくり日子己Lた耐熱怒流了廿川マイカ枇MP3010について,

一甘川三作,特殊こ∫し験および実機へグ〕んし別について,現行の幣

流=ナ=Jマイカ枇MP30とMP30-F｡と比較検討し,以▼卜に示

すような私】f果を村た｡

(1)加熱J主縮才･州三,｢i三紳け単性特性,すべI)柑生および圧縮強

性はきわめてすぐれた加熱安む性を示す｡

(2)上主柑‖川口熱加住Lても瑞態指件とほとんど変化がなく,

シーl-ズニング_工程の集舶緑青ができた｡

(3)TIG溶接によるマイカ接着剤の炭化は全くなく,溶接

前後の特別な作業が不安となる(〕

(4)厚さ糀性は税行MP30およびMP30-F3と川等である｡

(5)ロ鮒i王絶縁紙才んはMP30およびMP301F3に比べてやや低い

が一実用_卜十分な伯である｡

終わりに臨み本研究に終始ご指噂ご協プJいただし､た日二在一製作

巾1卜仁一卜場,い‖-ト朋チ干究所の関係各位に深謝する次節である｡
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